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令 和 ３ 年 12 月 17 日 

通巻 第 91 号 

東京都教育庁指導部 

義務教育指導課     

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

Scrum  ―スクラム― 

 
 

年の瀬を迎え、「師走」という文字どおりの日々を先生方は送られていることと思います。教

育課程の変更や感染症対策の工夫等、コロナ禍における様々な対応を各学校に行っていただいて

おりますことに、改めて感謝申し上げます。このコロナ禍で、新学習指導要領が育成を目指す資

質・能力の重要性は一層高まっており、主体的に考え責任ある行動をとることができる個人を育

むために、学習者主体の視点を重視した教育の実現が求められているところです。 

 

皆さんは、小・中学生の頃、新しい漢字を覚える際に、どのような方法で学習を進められたで

しょうか。漢字をノートに何度も繰り返し書いて覚える方法、部首の意味も考えながら漢字を書

いて覚える方法、テストやドリルで間違えた漢字を選んで特に練習しながら覚える方法など、様々

な方法で学習を進めていたのではないでしょうか。また、一つの方法だけでなく、試行錯誤を繰

り返しながら、自分に合った学習の進め方を見付けてきたのではないでしょうか。 

これからの社会では、生涯にわたって様々なことに挑戦し、主体的に学び続けることが求めら

れます。「人生 100 年時代」と言われる中、いくつになっても知的好奇心をもって新しいことに

挑戦できる力を身に付けるためには、発達段階に応じて自分に適する効果的・効率的な学習方法

を、発見したり選択したりする経験をもつことが必要です。そのために、子供たちが自らの学び

方を振り返り、他者の学び方に興味・関心をもち、より良い学び方を模索する経験を積んでいく

ことも、大切な学習となります。 

 

前号でも触れましたが、「学びに向かう力」に焦点を当てた新たな東京都の学力調査は、個人

票の返却等を通して、子供たちが自分自身の学習の進め方を客観的に見つめ振り返ることができ

ます。 

また、学校が、都の調査結果と国の調査結果とを関連付けて分析することにより、可視化が難

しかった学びの知見の共有や、教師の経験的な仮説の検証、一人一人の子供の効果的な学習方法

の見極め等を期待することができます。 

今回の「Scrum」には、東京都の学力調査の活用方法等を掲載しています。是非、各学校の授

業改善に生かしていただきますよう、お願いいたします。 

●●● 自己の「学び方」を振り返る ●●● 
教育庁指導部 義務教育指導課長 中嶋 富美代  

   

掲 載 内 容 ○ 継続的な検証改善サイクルの確立と組織的な授業改善の推進に向けて 
～令和３年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の活用～ 

○ 「令和３年度 東京都小学生科学展」の作品から～予想や仮説について～ 
○ 道徳科の指導の充実に向けて 

～「特別の教科 道徳」授業力向上セミナーの報告～ 
        ○ 道徳教育において育む『生命の尊さ』について 

東京都教育委員会のホームページ内「学びの支援サイト」 

これまでに発行されたメール・マガジン「Scrum」は、 

こちらに掲載しています。 

 

（ＵＲＬ https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/learning_support.html） 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/learning_support.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/learning_support.html
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継続的な検証改善サイクルの確立と組織的な授業改善の推進に向けて

～令和３年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の活用～ 

 

 

 

 

小学校では令和２年度から、中学校では今年度から全面実施となった学習指導要領（平成 29 年

告示）には、これからの社会が、どんなに変化して予測困難になっても、自ら課題を見付け、自ら

学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。そして、明るい未

来を、共に創っていきたい。そうした願いが込められています。 

また、学習指導要領では、社会に出てからも学校で学んだことを生かせるよう、実際の社会や生

活で生きて働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」、学

んだことを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」の三つの資質・能力を、総

合的にバランスよく育んでいくことを目指しています。 

 

◇育成を目指す三つの資質・能力をバランスよく育むために 
 

令和３年度から、東京都の「児童・生徒

の学力向上を図るための調査」（以下、「都

調査」という。）では、学習指導要領で育

む資質・能力の「学びに向かう力、人間性

等」のうち、「学びに向かう力」等を中心

に調査しました。一方、「全国学力・学習

状況調査」（以下、「国調査」という。）

では、「知識及び技能」と「思考力、判断

力、表現力等」を中心に調査しています。 

各学校では、都と国の調査結果を生かし

て、三つの資質・能力をバランスよく育ん

でいくことが期待されます。 

令和３年度の都調査は、以下の内容で実施しました。 
 

◆調査実施期間 令和３年９月から 12 月上旬まで 

◆調 査 対 象 都内全公立小学校    第４学年～第６学年 

          都内全公立中学校    第１学年～第３学年 

          都内全公立義務教育学校 第４学年～第９学年 

          都内全公立中等教育学校 第１学年～第３学年 

◆調 査 内 容 児童・生徒の学習意欲や学校・家庭での学習の進め方など、 

「学びに向かう力」等に関する内容 

◆調 査 方 法 パソコンやタブレット端末を活用し、ウェブ上で回答 

 

 

 

 

 

 

★調査結果等は、ウェブシステムからダウンロードできます 

 調査結果等は、ウェブシステム（学校管理システム等）により提供します。調査結果に加え、個

人票・学校票の作成や、都調査と国調査や学校で作成したテスト等の結果との相関関係等を分析で

きる「調査結果活用支援プログラム」をシステムからダウンロードできます。 

〈提供期間〉令和３年 11 月 17 日（水曜日）から令和４年１月 12 日（水曜日）午後８時まで 
※「調査結果」確定版の提供 令和３年 12 月 16 日（木曜日）から令和４年１月 12 日（水曜日）午後 8 時まで  
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◇継続的な検証改善サイクル（Ｒ-ＰＤＣＡ）を確立し、 

組織的な授業改善により三つの資質・能力を確実に育成 
 

都調査は、東京都の児童・生徒の学力向上を図るために、国に先駆けて平成 15 年度から

各教科の学習内容に関する問題を中心とした調査として開始し、調査対象や調査内容、実施

方法等を改善しながら続けてきた調査です。一方で、国調査が毎年悉皆で行われるようにな

り、地区によっては独自の学力調査が行われるようになりました。しかしながら、これらの

調査結果の分析や、授業改善の活用を十分に行うことが難しいという課題もみられました。 

そこで、これらの課題の解決に向け、令和 3 年度からの都調査は、調査対象や調査内容、

実施方法等を改善し、各学校が、調査結果を活用し、国や各地区の調査結果と関連付けなが

ら分析し、今までよりも効果的に授業改善を進め、児童・生徒に資質・能力を偏りなく身に

付けさせていくことができるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都調査では、児童・生徒一人一人に都調査の結果をフィードバックする「個人票」や、学

校調査の結果及び学年・学級ごとの児童・生徒の調査の結果を帯グラフ等でまとめた「学校

票」を、作成することができます。 

本号では、児童・生徒が日常における自分の学習の進め方を振り返り、学習改善に生かす

ことができるようにするための「個人票」と、自校の結果と東京都全体の結果を比較した

り、教師と児童・生徒の意識の差を把握したりできる「学校票」の活用について紹介します。 

 

 

 

 都調査の個人票は、次のようなねらいに基づいて作成しています。 

児童・生徒 

・自らの学習の進め方の良い点や改善点を理解し、今後、どのように学習に取り組むと 

よいかを考える。 

教員・保護者 

・児童・生徒の学習の進め方等に、どのような良い点や改善点があるのかを知り、日々 

の指導や支援の在り方を考える。 

 

学級活動や各教科の授業、三者面談や保護者会等、様々な場面で活用できます！ 

 また、調査結果だけでなく、振り返りや今後の学習の進め方について考えをまとめる欄が

あり、授業等での活用につなげられるよう工夫しています。 

 

 

調査結果の活用① 個人票 
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 個人票には、「振り返ってみましょう」の欄があり、結果から気付いたことや今後の取組等に

ついて記入できます。個人票の各項目については、次のとおりです。 

 

〈個人票【表面】〉 

 

 

 

  

 

 

 

 

〈効果的な活用に向けて〉 
小学校・中学校ともに、学級活動等の時間や面談等で個人票を活用することで、児童・生徒

に自分の学習の進め方を振り返らせ、今後、どのように改善したらよいかを考えさせることが

できます。個人票の「振り返ってみましょう」の欄に自分の学習の進め方について気付いたこ

とを書かせ、学期末に自分の取組を振り返らせたり、学期の最初に目標を立てる際に活用した

りすることで、具体的に考えられるよう指導することが大切です。 

また、記入した個人票を児童・生徒に持ち帰らせ、記入内容を保護者等と共有することで、

学校と家庭が連携しながら児童・生徒の学習の進め方の改善を図っていくことも重要です。家

庭でも児童・生徒の学習の進め方について話し合うことができるように、児童・生徒だけでな

く保護者等に対しても、保護者会や学年だより等で、都調査の趣旨や個人票の活用方法を丁寧

に伝えていくことが大切です。 

「１ 理解の程度」と 

「２ 得意と感じる意識の程度」 
 いずれも、児童・生徒自身による自己評価の

結果となっています。 

例えば、国語で「よく分かる」や「得意」と

回答しているが、学力調査等の結果に課題がみ

られる場合は、自分の学力や学習状況を客観的

に捉えることに課題があると考えられます。 

 

「４ 学習の進め方（教科共通）」② 
レーダーチャートの右側にある「学習の進め方」の説明を

確認することで、どのような学習の進め方に改善していくと

よいかを理解することができます。例えば、「工夫しながら進

める」が他の項目と比べて違いがある場合には、「自分の学習を

振り返り、どのようにすればもっとうまくできるかなどを考え

て、取り組んでみよう」などと、児童・生徒に自分の学習の進

め方について考えさせることができます。 

「４ 学習の進め方（教科共通）」① 
 どのように学習を進めているかに関する 16

項目について「粘り強さ」、「学習の調整」、「対

話的な学習の進め方」、「理解を深めるための学

習の進め方」という四つの学習の進め方にまと

め、レーダーチャート形式で表示しています。 

 学習の進め方をレーダーチャート形式で示す

ことで、自分の学習の進め方にどのような特徴

があるかについて考えることができます。 

「３ 学習の動機」 
 児童・生徒が、なぜ学習するのかという理由

について、６項目に分けて調査しています。 

この結果を振り返らせることで、「自分が学

習する理由にどのような傾向があるのか」や、

「学級や学年、東京都の傾向と比べて、自分が

学習する理由にはどのような特徴があるのか」

について気付かせることができます。 
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〈個人票【裏面】〉 

 

 

 

 

学校票は、都調査の学校調査の結果及び学年・学級ごとの児童・生徒の調査の結果を帯グラ

フ等でまとめています。自校の結果と東京都全体の結果が並べて示されており、東京都全体の

傾向と比較することができます。また、学校調査と児童・生徒調査には関連する項目があり、

教師と児童・生徒の意識の差を把握することができます。例えば、学校調査で「当てはまる」

と回答した「児童・生徒が学習した内容を振り返る際に、どのように振り返ったらよいかを具

体的に示すようにしている。」について、児童・生徒調査の「授業では、学習した内容をどの

ように振り返ったらよいかを、教えてもらっていると思う。」では「当てはまる」又は「どち

らかといえば当てはまる」と回答した児童・生徒の割合が６割だった場合、教師の指導に対す

る意識と児童・生徒の意識に差があることが分かり、授業改善のポイントの一つと考えられます。 
 

学校調査と児童・生徒調査の関連する項目 

学校調査 児童・生徒調査 

２ 学習指導の工夫（学校全体の取組） 
 
(1) 新しいことを知ったりできるようになったり

する楽しさを児童・生徒が実感できるように
している。 

３ 学習の動機 
 
(1) 分かることやできることが楽しいから。 

(2) しっかり考えられるようになったと児童・ 
生徒が実感できるようにしている。 

(2) しっかり考えられるようになりたいから。 

(3) 学習する内容と実生活や社会とのつながりを
児童・生徒が実感できるようにしている。 

(3) 将来の仕事や生活に役立つから。 

(4) 児童・生徒が互いに学び合う楽しさを実感 
できるようにしている。 

(4) 友達や先生と学習するのが楽しいから。 

 

調査結果の活用② 学校票（学校調査、児童・生徒調査） 

「５ 学習の進め方（国語）」 
「６ 学習の進め方（算数・数学）」 
 国語は、漢字の学習、話すこと・聞くこ

と、書くこと、読むこと、算数・数学は、計

算問題、用語・公式、文章問題に分けて、調

査の結果を示しています。 

 漢字や計算の小テスト、単元テスト・定期

考査、学力調査等の結果と比べながら、「どの

ような学習の進め方が、自分の学習の成果や

課題につながっているのか」ということを考

えることができます。このことを通して、漢

字や計算など、具体的な学習の進め方を、ど

のように改善したらよいかを検討することが

大切です。 

「７ 学習習慣（学習塾や家庭教師に
よる学習等を含めない）」 
 学力向上を図るために、学校以外での学習習

慣を身に付けさせることも重要です。 

 児童・生徒の調査結果から改善を図ることがで

きる内容があれば、面談等の機会に児童・生徒や

保護者等に具体的に伝える際の参考とすることが

できます。 
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家庭学習の啓発資料の配布（令和４年３月） 

東京都全体の結果を分析し、効果的な家庭学習の在り方等に 

関する保護者向け資料を PDF データで送付する予定です。 

なお、本調査について、令和３年３月に作成した、保護者向 

けの説明資料を以下のサイトに掲載しています。 

○令和３年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」（東京都教育委員会）のお知らせ 

URL：https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/files/research_and_report/r3.pdf  

４ 学習指導の工夫（各学年の取組） 
 
(1) 児童・生徒が取り組む問題や活動は、達成感

を感じられるようなものにしている。 

12 学習指導の工夫 
 
(1) 授業では、問題や活動に取り組んで

「できた」「分かった」と感じること
が多いと思う。 

(2) 児童・生徒が前の時間までに学習した内容と
本時の学習内容とを結び付けて理解を深めら
れるようにしている。 

(2) 授業では、前の時間までに学習した内
容と結び付けて考える時間があると思
う。 

(3) 児童・生徒が他の教科等の授業で学習した 
内容や学習の進め方を生かして、効果的に 

学習を進められるようにしている。 

(3) 授業では、他の教科の授業で学習した

内容を生かして考える時間があると思

う。 

(4) 児童・生徒同士が考えを交流しながら課題を

解決する学習を取り入れている。 

(4) 授業では、他の人と考えを交流しなが
ら課題を解決する活動を行っていると
思う。 

(5) 児童・生徒が理解したことや考えたこと 
を、他の児童・生徒や教師に説明する活動 
を取り入れている。  

(5) 授業では、自分が理解したことや考え
たことを他の人や先生に説明する時間
があると思う。 

(6) 児童・生徒が学習した内容を振り返る際に、
どのように振り返ったらよいかを具体的に示
すようにしている。 

(6) 授業では、学習した内容をどのように

振り返ったらよいかを、教えてもらっ

ていると思う。 

 

都調査では、個人票、学校票以外にも、項目集計表（クロス集計表）や解答状況整理表（S-P 

表）を作成することができます。 

 具体的な活用方法等の詳細は、次号以降の Scrum で紹介します。 

 

◇組織的な取組を通じた授業改善の推進 

都調査や国調査の実施により、各学校は、学力についての様々なデータを利用し、多様な視点

からの分析や活用が可能となります。 

 授業改善に向けて、職員会議や学年会、研修会等でどのようにデータを活用することが可能

か、どのように活用することで組織的、継続的な取組に活用できるか、各学校の実態に応じて、

管理職、教務主任、研究主任、学年主任等を中心に検討していくことが重要です。 

日頃の指導で感じていた課題とデータ分析の結果とで共通する部分や異なる部分、組織的に

分析することによる気付きや発見等があれば、確かな根拠に基づく効果的な授業改善を一層推

進していくことができます。 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/files/research_and_report/r3.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/files/research_and_report/r3.pdf
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「令和３年度 東京都小学生科学展」の作品から ～予想や仮説について～  
 

 理科の学習では、「児童が関心や意欲をもって対象と関わることにより、自ら問題を見いだし、それを追究していく活

動を行うとともに、見いだした問題を追究し、解決していく中で、新たな問題を見いだし、繰り返し自然の事物・現象に

関わっていくこと」が大切です。ここでは、東京都知事賞・東京都教育委員会賞に選ばれた６作品について、「予想・仮

説」に焦点を当てて、紹介します。児童への「予想や仮説の設定」の指導に御活用ください。 
 

 東京都知事賞 港区立青南小学校 ５年 

「ダンゴムシ大集合で、栄養たっぷりの土を作りたい！」 

 食べ物や色など、ダンゴムシの好きなものについて、複数の実験
で調べました。ダンゴムシはコンクリートを食べることから固いも
のが好きではないかと、自分のもつ知識を基に仮説を立てて、実験

に取り組みました。 
【予想や仮説を発想する際に、自然の事物・現象と既習の内容や生活経験を関連付ける】 

 東京都教育委員会賞 新宿区立落合第一小学校 ６年 

「カマキリ大研究～立体視の謎と益虫としての活用～」 

 カマキリの立体視や益虫としての活用について調べました。前に
いる獲物への反応は早いが後ろにいる獲物には反応が遅いのではな

いかと仮説を立て、結果の見通しをもって実験に取り組むことで、
考察を深めました。 
 【予想や仮説と観察、実験の結果の一致、不一致を明確にする】 

 東京都教育委員会賞 豊島区立椎名町小学校 ５年 

「どれくらい汚れは落ちているのか？（パンを使った実験）」 

 石鹸を使用したときやアルコール消毒液を使用したときなど、
様々な手洗いの方法による汚れの落ち方について、パンの変化で検
証しました。汚れが落ちる順を予想し表現することで、実験結果と

の比較が行いやすく、分かりやすい研究となりました。 
             【予想や仮説を振り返り再検討する】 

 東京都教育委員会賞 葛飾区立二上小学校 ５年 

「どこからくるの？強い風」 

 障害物に当たった風の強さと流れについて、実験で確かめまし

た。風は障害物に当たると逆流したり裏側に流れ込んだりするので

はないかと予想することで、裏側に流れ込んだ風の強さも計測する

など、実験方法に生かしました。 

          【予想や仮説を基に解決の方法を発想する】 

 東京都教育委員会賞 日野市立夢が丘小学校 ６年 

「よく飛ぶ紙飛行機はどんなカタチ？」 

 よりよく飛ぶ紙飛行機について、飛ばす角度や大きさ・形などで

追究しました。羽の大きさが大きくなると揚力によってよく飛ぶの

ではないかと考えるなど、理由をしっかりと考えて予想を立て、実

験に取り組みました。 

             【根拠のある予想や仮説を発想する】 

 東京都教育委員会賞 国分寺市立第二小学校 ５年 

「『ふわふわ わたあめ』のひみつ」 

 砂糖の種類によるわたあめの味や食感などの違いについて、調べ

ました。わたあめは昔からザラメが使われているので最も適してい

ると、生活経験を基に予想を立てるなど、様々な角度から実験に取

り組みました。 

【予想や仮説を発想する際に、自然の事物・現象と生活経験を関連付ける】 

 

 〇「令和３年度 東京都小学生科学展」について 

  展示期間 令和４年１月７日（金曜日）～10日（月曜日・祝） 

  場  所 日本科学未来館（江東区青海２-３-６） 

  時  間 午前 10時から午後５時まで（最終受付午後４時 30分） 

  ・区市町村及び都立学校ごとに代表となった作品 64点を展示します（今年度は、児童の口頭発表は中止とします。）。 

  ・作品の展示につきましては、例年よりも広い会場で展示する等、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた対策を行いなが 

   ら実施いたします（東京都小学生科学展のみの入場は無料です。予約も必要ありません。）。 

  ・今後の新型コロナウイルス感染症の拡大の状況等によっては、日本科学未来館での展示を中止する場合もあります。日本科学未 

    来館の開館状況をホームページ等で御確認の上、御来場ください。 
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 令和３年 11 月 25 日（木曜日）東京都教職員研修センター111 研修室にて、「特別の教科 道徳」

授業力向上セミナー（中学校）を開催しました。本セミナーは、二つの授業実践を、指導の工夫や生

徒の様子など、ポイントとなる場面の動画を中心として、授業者に説明していただきました。それら

を踏まえて、「道徳科の指導の工夫」や「道徳科の指導におけるＩＣＴの活用」など、道徳科の指導の

充実に向けて、協議を行いました。教材「思いやりとは……」を扱った授業では、デジタル端末を活

用した事例を紹介しました。 

道 徳 科 の 指 導 の 充 実 に 向 け て  
～ 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 授 業 力 向 上 セ ミ ナ ー の 報 告 ～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思いやりとは……」（中学校 B 思いやり、感謝） 

【主題名】 「思いやり」とは何かを考える 

【ねらい】 思いやりの心をもって相手に接しようとする道徳的実践意欲と態度を養う。 

【教材名】 「思いやりとは……」（東京都道徳教育教材集「心みつめて」） 

 

 

 

 

 

 

【指導展開例】 

導入 

◆ 教材を教師が範読する。 

〇 活動１（意見を共有できるソフトで、自分に一番近い考えの人のところに名前

の付箋（図形で代用したもの）を貼る。） 

「一番近いと思う人のところに名札を貼ろう。」 

展開 

〇 発問１（意見をワークシートに記入し、全体で共有する。） 

「６人にはそれぞれ思いやりがあるか、ないか。また、その理由も併せて考え

よう。」 

〇 発問２（振り返りのワークシートに記入させる。） 

「何をもって『思いやり』があると言えるのだろうか。『思いやり』とはなん

だろうか。」 

※ 「思いやり」について問い返しを行いながら、考えを深めさせる。 

終末 

◆ 本時の学びを整理し、振り返る。 

本時の学習を通して「思いやり」についてどのようなことを考えたり学んだり

したかをワークシートに記入させ、考えをまとめさせる。 

【ICT 活用事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと想像してみましょう。 

あなたは今、遊びに出かけた帰りで、電車に乗っています。あなたは座席に座っていますが、

電車は混んでいて空いている座席はありません。 

ある駅で一人のお年寄りが乗ってきました。手には杖を持ち、少し足を引きずるようにしてい

ます。それを見たあなたはどうしますか？ 

例えば……（６人の考えや行動の例を紹介） 

◆６人の考えや行動の思いやりの 

「ある」、「なし」を問う 

６人の考えや行動への意見を基に

話合いを進めるためには、各自のタ

ブレットを使用した意見を共有でき

るソフトが有効である。生徒全員が

一斉に意見を示すことで、授業者

は、誰がどちらの立場の意見なのか

を短時間で把握することができ、意

図的に生徒を指名して、意見を聞く

ことができる。 
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教材「海と空 －樫野の人々－」を扱った授業では、発問１と発問２を基に、発問３「私」が水

平線を見ながらどのようなことを思ったのかについて考えさせる指導を工夫し、授業実践を行っ

た。このことによって、子供たちが世界の平和や人類の発展に貢献するという思いをもち、その実

現のために国際社会の中で、国際協力や国際協調に向かう考えを深めることができるようにする。 

 

 

 

「海と空 －樫野の人々－」（中学校 C 国際理解、国際貢献） 

 

 

  

 

 

 

【主題名】 他国を尊重し、世界の平和に貢献する 

【ねらい】 日本とトルコの間で起きた出来事や関係性について考えることで、他国を尊重し、世界の

平和と人類の発展に寄与しようとする道徳的心情を育てる。 

【教材名】 「海と空 －樫野の人々－」 （「私たちの道徳」文部科学省） 

 

 

 

 

 

【指導展開例】 

導入 

◆ プレゼンテーション用ソフトや動画を使用し、教材の内容の背景などについて

説明する。 

〇 日本とトルコの関係、エルトゥールル号の遭難事故、イラン・イラク戦争の際

のトルコ政府の日本人救出について確認する。 

展開 

◆ 教師が教材を範読する。 

〇 発問１ 

「ありったけの食料を差し出すなど、樫野の人々が遭難した６９人のトルコ人

を助けたのはどうしてだろう。」 

〇 発問２（２人組で意見共有させる。その後全体で意見共有する。） 

「トルコの人々が自国の国民より優先して日本人の救出に当たったのはどうし

てだろう。」 

〇 発問３（ワークシートに記入させた後、４人組で話合いをさせる。ホワイト 

ボードを使用して発表し、全体で意見共有する。） 

「私は、水平線を見ながら、どのようなことを思っていたのだろう。」 

〇 発問４（ワークシートに記入する。） 

「今日の授業で思ったこと、考えたこと、学んだことを書きましょう。」 

終末 ◆ 教師による説話。 

【生徒の意見（抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1985 年のイラン・イラク戦争のさなか、イラン在留の日本人たちは、脱出の手段を失ってい

た。緊迫した状況の中、トルコ政府が救援のための飛行機を出してくれたことから無事に帰国で

きた。トルコ政府が救援機を出してくれた背景には、1890 年のトルコ船籍エルトゥールル号遭難

の際の樫野の人々の行動があった。 

◆発問３での意見 
・ 日本人とトルコ人で違うところはあるけ

ど、助け合うことについて同じ考えをもっ
ている。 

・ 水平線が海と空で交わるところだから、
トルコ人の海難を助けた日本人と、日本人
の空の危機を助けたトルコ人の気持ちは同
じだった。 

・ 人を思う気持ちは世界共通だ。 
・ 海と空が一つになるように、世界の人々

が一つになれたらいい。 
・ 水平線で海と空がつながっているのを見

て、日本とトルコのつながりを感じた。 
・ 国を越えて助け合うことのすばらしさ。 

◆発問４での意見 
・ 一人でも多く救うという心が、どんな国

でも時代でも大切だったのを学んだ。 
 
・ 人の助け合いは、身近なものだけでな

く、国境を越えても大切になると思った。 
 
・ 自分も何か人の役に立てるようなことを

してみたくなった。 
 
・ 住む国や生活習慣などが違っても、同じ

人間として助け合うことは必要だと思っ
た。助け合いの連鎖が起きることによって
平和な世界がつくられていくと考えた。 



10 

 

道徳教育において育む『生命の尊さ』について 

生命を大切にしてそれを尊重するということは、かけがえのない生命をいとおしみ、自らもまた
多くの生命によって生かされていることに気付くことから始まります。お互いの生命は大切なもの
であって、決して軽々しく扱われてはならないものだということを理解していくことが重要です。 

都独自の道徳教育教材集「心あかるく」（小学校１・２年生版）、「心しなやかに」（小学校３・４
年生版）、「心たくましく」（小学校５・６年生版）、「心みつめて」（中学校版）では、『生命の尊さ』
についての読み物教材、自分自身を見つめ直すことができる資料や、ワークシートを掲載していま
す。「特別の教科 道徳」をはじめ、学校の教育活動全体で取り組むことにより、家庭で子供たちと
保護者が一緒に考えたり話し合ったりすることにつなげることもできます。学校と家庭とが一体と
なって、子供たちの豊かな心を育む取組に、ぜひ御活用ください。 

『生命の尊さ』についての教材 

小学校 

『心あかるく 小学校１・２年生版』 

第三章  ⑰いのちって あたたかい  

『心しなやかに 小学校３・４年生版』 

第一章  「命有る者は…」 

「生きているって…」 

第二章  「三河島のつる（荒川区）」 

第三章  ⑱いのちをかがやかせよう  

『心たくましく 小学校５・６年生版』 

第一章  「一日の命…」 

第三章  ⑲生命の尊さを感じて、精一杯生きる 

 

 

 

 

中学校 

『心みつめて 中学校版』 

第一章 「生まれてきてくれて、ありがとう  

ー助産師からのメッセージー」 

「焼けた空」 

第三章  ⑲かけがえのない生命をたいせつにしていく 

        「命」 宮越 由貴奈    
 

 

 

 

 

 

 


